
高
山
社
跡

工
事
現
場
見
学
会

　
復
元
工
事
中
の
母
屋
兼
蚕
室
の

工
事
現
場
を
公
開
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日
㈯
①
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
②
午
後
１
時
〜
２
時

30
分
③
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場　
高
山
社
跡

内
容　
▽
講
師
に
よ
る
文
化
財
建

造
物
の
修
復
に
関
す
る
解
説
▽
工

事
施
工
業
者
に
よ
る
部
材
の
補
修
、

伝
統
的
な
修
復
技
法
な
ど
の
解
説

講
師　
村
田
敬
一
さ
ん（
史
跡
高

山
社
跡
保
存
整
備
計
画
策
定
委
員

会
委
員
長
）

定
員　
各
回
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月

８
日
㈭
〜
22
日
㈭
に
電
話
で
文
化

財
保
護
課（
☎
㉓
５
９
９
７
）へ

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

　

10
月
は「
全
国
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
」と
し
て
、
不
正
軽
油

撲
滅
の
取
り
組
み
を
全
国
で
強
化

し
て
い
ま
す
。
不
正
軽
油
と
は
、

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
な
が

ら
軽
油
と
称
し
て
販
売
・
使
用
さ

れ
る
燃
料
の
こ
と
で
す
。

罰
則
対
象　
▽
不
正
軽
油
を
製
造
・

販
売
・
使
用
し
て
い
る
人
▽
不
正

軽
油
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
材
料
を
提
供
・
運
搬
し
た

人
▽
製
造
す
る
場
所
を
提
供
し
た
人

問
い
合
わ
せ　
不
正
軽
油
１
１
０

番（
前
橋
行
政
県
税
事
務
所
内
☎

０
２
７
・
２
３
１
・
２
８
０
１
）・

税
務
課（
☎
40
２
８
０
３
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
回
収

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
、
回
収
を
行
い

ま
す
。
希
望
者
は
直
接
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

11
時
30
分

回
収
場
所　
清
掃
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
の
一
般
家
庭
で
使
用

し
て
い
た
も
の
に
限
り
ま
す

回
収
品
目　
衣
装
ケ
ー
ス
、
プ
ラ

ン
タ
ー
、
漬
物
容
器
、
バ
ケ
ツ
、

ハ
ン
ガ
ー
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

※
若
干
の
金
属
付
き
も
回
収
可

料
金　
無
料

そ
の
他　
▽
内
容
物
の
付
着
や
泥

汚
れ
な
ど
は
洗
い
流
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
▽
ご
み
の
発
生
場
所
の

確
認
の
た
め
、
受
け
付
け
で
運
転

免
許
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
▽
事
業

活
動（
農
業
を
含
む
）で
出
た
も

の
、
汚
れ
の
あ
る
も
の
、
ポ
リ
塩

化
ビ
ニ
ル（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）製
品
、
薬

品
容
器
、
衛
生
用
品（
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
）、
容
器
に
中
身
が
入
っ
て

い
る
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

回
収
で
き
な
い
も
の
は
、持
ち
帰
っ

て
も
ら
い
ま
す
▽
回
収
品
目
以
外

の
ご
み
は
、
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎

㉓
８
３
０
５
）

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

　
関
孝
和
先
生
顕
彰
全
日
本
珠
算

競
技
大
会
の
開
催
に
伴
い
、
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す
。

期
日　
10
月
31
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈷

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

小
規
模
事
業
者
向
け
省
エ
ネ
・

効
率
化
設
備
導
入
補
助
金

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
や
人
手

不
足
に
直
面
す
る
小
規
模
事
業
者

の
経
営
安
定
と
事
業
継
続
を
支
援

す
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
小
規
模
事
業
者
▽
市
内
に
事
業

所
な
ど
を
有
し
、
１
年
以
上
継
続

し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
▽
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い

小
規
模
事
業
者
の
条
件　
常
時
使

用
す
る
従
業
員
が
次
の
人
数
以
下

で
あ
る
こ
と
▽
商
業（
卸
売
業
・

小
売
業
）・
サ
ー
ビ
ス
業
＝
５
人

▽
製
造
業
な
ど
そ
の
他
の
業
種
＝

20
人

補
助
対
象
経
費　
事
業
の
省
エ
ネ

化
ま
た
は
効
率
化
の
た
め
に
導
入

す
る
設
備
の
購
入
・
設
置
な
ど
に

か
か
る
費
用

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
４
以
内（
上
限
20
万
円
、
下

限
10
万
円
、
１
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）

そ
の
他　
▽
補
助
は
１
事
業
者
に

つ
き
１
回
ま
で
で
す
▽
申
請
書
類

は
商
業
観
光
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
13
日

㈫
〜
11
月
30
日
㈪
午
後
５
時
に
直

接
ま
た
は
郵
送
で
商
業
観
光
課（
〒

375

－

８
６
０
１（
住
所
記
載
不
要
）

市
役
所
商
業
観
光
課
☎
40
２
３
１

８
）へ県

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
等
の

規
制
に
関
す
る
条
例

　

10
月
１
日
に「
群
馬
県
再
生
資

源
物
の
屋
外
保
管
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
、
次
に

該
当
す
る
事
業
者
は
営
業
に
当
た

り
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
該
当
す
る
事
業
者
は
県

へ
の
届
け
出
な
ど
を
し
て
く
だ
さ

い
。

許
可
が
必
要
な
事
業
者　
▽
使
用

を
終
了
し
、
収
集
さ
れ
た
金
属
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
お
よ
び
そ
れ
ら
を

含
む
混
合
物
で
あ
る
再
生
資
源
物

を
取
り
扱
っ
て
い
る
▽
１
０
０
㎡

を
超
え
る
事
業
場
に
お
い
て
、
屋

外
で
再
生
資
源
物
の
保
管
・
破
砕

な
ど
を
行
っ
て
い
る
▽
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の

積
み
上
げ
機
械
を
使
用
し
て
い
る
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相
談
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月

14
日
㈬
か
ら
ふ
じ
お
か

電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム
か
ら
申
し
込
み
ま
た

は
電
話
で
地
域
づ
く
り
課（
☎
40

２
２
１
１
）へ

相
続
・
遺
言
に
関
す
る

無
料
相
談
会

　
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
疑
問
な

ど
に
対
し
て
、
行
政
書
士
が
答
え

ま
す
。

日
時　
10
月
22
日
㈭
正
午
〜
午
後

４
時
30
分

会
場　
市
役
所
東
庁
舎

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
７
人（
先
着
順
）

相
談
料　
無
料

申
し
込
み　
10
月
８
日
㈭
か
ら
電

話
で
行
政
書
士
会
藤
岡
支
部
へ

問
い
合
わ
せ　
行
政
書
士
会
藤
岡

支
部（
０
８
０
・
１
１
２
６
・
０

３
１
７
）・
地
域
づ
く
り
課（
☎

40
２
２
１
１
）

個
別
労
働
紛
争

処
理
制
度

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
・

雇
い
止
め
・
配
置
転
換
・
懲
戒
処

分
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
に
関

す
る
紛
争（
個
別
的
労
使
紛
争
）

に
つ
い
て
、
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。
経
験
豊
か
な
あ
っ

せ
ん
員
が
、
労
働
者
と
事
業
主
の

間
に
立
っ
て
、
話
し
合
い
に
よ
る

解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
県
労
働
委
員
会
は
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
て
い
る
人
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る

労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事
業
主

問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会
事

務
局（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２

７
８
３
）・
商
業
観
光
課（
☎
40

２
３
１
８
）

調
停
相
談
会

　
土
地
・
建
物
・
金
銭
の
貸
し
借

り
、
交
通
事
故
に
よ
る
争
い
、
家

庭
内
の
も
め
事
な
ど
を
相
談
で
き

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
10
月
９
日
㈮
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

相
談
担
当
者　
裁
判
所
調
停
委
員
・

弁
護
士
・
司
法
書
士

相
談
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
簡
易
裁
判
所

（
☎
㉒
０
２
７
９
）

そ
の
他　
▽
届
け
出
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
最
大
２
年
以
下
の
拘

禁
刑
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
法
人
に
対

し
て
は
両
罰
規
定
の
適
用
が
あ
り

ま
す
▽
既
存
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
届
け

出
を
行
う
こ
と
で
、
条
例
施
行
日

に
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す

「
み
な
し
許
可
」の
措
置
が
あ
り

ま
す
▽
不
適
正
に
再
生
資
源
物
を

取
り
扱
う
事
業
者
に
対
し
て
は
、

物
品
を
引
き
渡
さ
ず
、
市
が
行
う

資
源
回
収
の
利
用
や
適
正
な
処
理

事
業
者
に
引
き
渡
す
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
▽
詳
細
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
県
廃
棄
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
課（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・

２
８
２
４
）、
環
境
課（
☎
40
２

２
６
４
）

法
の
日
無
料
法
律
相
談

日
時　
10
月
28
日
㈬
午
後
１
時
〜

３
時

会
場　
市
役
所
本
庁
舎

相
談
時
間　
１
人
30
分

相
談
担
当
者　
群
馬
弁
護
士
会
所

属
弁
護
士

定
員　
８
人（
先
着
順
・
要
予
約
）

　現在は､ 地域の仲間と菌ちゃん農法
による畝作りに力を入れています｡ 菌
ちゃん農法とは、木・竹・落ち葉など
の自然素材と、土の中にある菌の力で
作物を育てていく栽培方法で、自然豊
かな鬼石地域の環境にとても適してい
ます。
　今後は、鬼石地域を起点として神流
川流域の空き家や休耕地の利活用を促
進していくために、滞在型の農業体験
場のオープンなどを計画しています。
スコップを担ぎ、朝の畑の風に触れる
ライフスタイルを提唱していきます｡

　空き家調査を行う中で、家だけでなく畑や山の維持・
管理も課題となっていることが分かりました。５カ所
の休耕地を預かり、利活用の取り組みを開始しています。

地域おこし協力隊
　　　星野　貴男

『地域の仲間と畑おこし』『地域の仲間と畑おこし』

問い合わせ　鬼石振興課（☎523111）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ
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